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研究会報告
Dws-盟 < ∂2(i)'/2t, (a(i):キンクのシフト) (3)
によって計算 した.シフト∂(i)はフォノンの振幅の2乗に比例するのでDwsはT2に比例す
る.(r:温度)詳 しい計算によると
Dw s-2･06(kBT /TnZぬ .2鋸 2)2d 2a ,0 , (4)
とな る .2,3)
一 万 4 次 の オー ダーで は , キ ン ク - フ ォ ノ ン 間 の 運 動 量 交 換 が 生 じる(図 1).4)通常のブラ





















































































励起モー ドの分枝を添字 乙で区別する･Prモー ドが励起されている為にP乙-モー ドの受け
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